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－１－ 

  令和２年７月８日（水曜日）  午前１０時 開会 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

議事日程第１号 

    令和２年７月８日（水曜日）午前１０時 開議 

 

日程第 １ 諸般の報告 

日程第 ２ 会議録署名議員の指名 

日程第 ３ 会期決定 

日程第 ４ 議第４７号 令和２年度上山市一般会計補正予算（第７号） 

日程第 ５ 議第４８号 上山市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一 

            部を改正する条例の制定について 

    （閉  会） 

 

                                             

本日の会議に付した事件 

 議事日程第１号に同じ 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

出 欠 席 議 員 氏 名 

出席議員（１５人） 

  １番   谷  江  正  照  議員    ２番   石  山  正  明  議員 

  ３番   佐  藤  光  義  議員    ４番   守  岡     等  議員 

  ５番   髙  橋  要  市  議員    ６番   棚  井  裕  一  議員 

  ７番   尾  形  み ち 子  議員    ８番   長  澤  長右衛門  議員 

  ９番   川  口     豊  議員   １０番   中  川  と み 子  議員 

 １１番   神  保  光  一  議員   １２番   枝  松  直  樹  議員 

 １３番   川  崎  朋  巳  議員   １４番   髙  橋  義  明  議員 

 １５番   大  沢  芳  朋  議員 

 

欠席議員（０人） 
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説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

横  戸  長 兵 衛 市 長  山  本  幸  靖 副 市 長 

尾  形  俊  幸 
庶 務 課 長 
(併)選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 冨  士  英  樹 市政戦略課長 

平  吹  義  浩 財 政 課 長  前  田  豊  孝 税 務 課 長 

木  村  昌  光 市民生活課長  鈴  木  直  美 健康推進課長 

鏡     裕  一 福 祉 課 長  齋  藤  智  子 子ども子育て課長 

鈴  木  英  夫 商 工 課 長  佐  藤     毅 観 光 課 長 

漆  山     徹 
農林夢づくり課長 
（併）農業委員会 
事 務 局 長 

 須  貝  信  亮 建 設 課 長 

秋  葉  和  浩 上下水道課長  武  田     浩 
会 計 管 理 者 
( 兼 ) 会 計 課 長 

佐  藤  浩  章 消 防 長  古  山  茂  満 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

土  屋  光  博 
教 育 委 員 会 
管 理 課 長  遠  藤     靖 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 

大  澤  泰  雄 
教 育 委 員 会 
生 涯 学 習 課 長  高  橋  秀  典 

教 育 委 員 会 
スポーツ振興課長 

板  垣  郁  子 
選挙管理委員会 
委 員 長  花  谷  和  男 

農 業 委 員 会 
会 長 

大  和     啓 監 査 委 員  舟  越  信  弘 
監 査 委 員 
事 務 局 長 

 

                                             

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

金  沢  直  之 事 務 局 長  鈴  木  淳  一 副 主 幹 

渡  邉  高  範 主 査  齋  藤  理  恵 主 任 
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開  会 

 

○大沢芳朋議長 去る７月１日告示になりまし

た第５０３回臨時会をただいまから開会いたし

ます。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

開  議 

 

○大沢芳朋議長 出席議員は定足数に達してお

りますので、これより直ちに会議を開きます。 

 本日の会議は、お手元に配付いたしておりま
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す議事日程第１号によって進めます。 

 初めに、今期臨時会の運営について議会運営

委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長川崎朋巳議員。 

〔川崎朋巳議会運営委員長 登壇〕 

○川崎朋巳議会運営委員長 おはようございま

す。 

 去る７月６日、議会運営委員会を開き、今期

臨時会の日程について協議いたしました。その

結果について御報告申し上げます。 

 初めに、会期でありますが、提出議案等を勘

案した結果、本日１日とすることにいたしまし

た。 

 次に、議事日程第１号について申し上げます。 

 提出されております議案は予算議案１件、条

例議案１件でありますが、それぞれ提案理由の

説明の後、委員会付託を省略して議決すること

にいたしました。 

 なお、会期日程及び議事日程の詳細は、各位

のお手元に配付のとおりであります。 

 議員各位の御協力をお願い申し上げ、以上で

報告を終わります。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第１ 諸般の報告 

 

○大沢芳朋議長 日程第１、諸般の報告であり

ますが、事務局長より報告いたします。 

 事務局長。 

〔金沢直之事務局長 登壇〕 

○金沢直之事務局長 諸般の報告を申し上げま

す。 

 第１、招集告示について 

 去る７月１日、上山市告示第１７５号によっ

て、令和２年７月８日、上山市議会第５０３回

臨時会を招集する旨、告示されました。 

 第２、出席要求について 

 令和２年７月１日、議第１４７号をもって地

方自治法第１２１条の規定により、市長ほか各

関係機関に第５０３回臨時会に出席するよう要

求いたしました。 

 これに対し、各関係機関より回報を受理して

おります。 

 第３、会議出欠議員数について 

    議 員 定 数   １５人 

    現在出席議員数   １５人 

 以上で報告を終わります。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第２ 会議録署名議員の指名 

 

○大沢芳朋議長 日程第２、会議録署名議員の

指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定

により、議長において 

  １番 谷 江 正 照  議員 

 １１番 神 保 光 一  議員 

 １３番 川 崎 朋 巳  議員 

を指名いたします。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第３ 会期決定 

 

○大沢芳朋議長 日程第３、会期決定の件を議

題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期臨時会の会期は、先ほどの議会運営委員

長報告のとおり、本日１日といたしたいと思い

ますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日１日と決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第４ 議第４７号 令和２年度 

      上山市一般会計補正予算 

      （第７号） 

 

○大沢芳朋議長 日程第４、議第４７号令和２

年度上山市一般会計補正予算（第７号）を議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 議第４７号令和２年度上山市一般会計補正予

算（第７号）についてでありますが、今回の補

正予算は、新型コロナウイルス感染症に係る緊

急経済対策として、市内製造業等に対する本市

独自の支援や、県との連携による新しい生活様

式に対応した設備等の導入支援など、早急に予

算措置を必要とする事業について計上するもの

で、歳入歳出それぞれ２億１，３５０万円を追

加し、予算の総額を１７８億５，８５０万円と

するものであります。 

 歳入につきましては、国庫支出金、県支出金、

繰越金をそれぞれ増額するものであります。 

 歳出の主なものにつきましては、３款民生費

では、国の制度によるひとり親世帯臨時特別給

付金などを計上するものであります。 

 ６款農林水産業費では、サクランボの平均販

売価格が低落した場合に、市内農業者の経営安

定化に向けて支援するものであります。 

 ７款商工費では、売上げが減少した市内製造

業等に対する本市独自の支援により経営の持続

化を図るほか、新しい生活様式に対応するため

の設備等を導入した市内事業者に対し、県と連

携して支援するものであります。また、観光に

よる地域経済の活性化を図るため、上山市観光

物産協会が実施する連泊型宿泊プランの造成等

に対し支援するものであります。 

 １０款教育費では、小中学校の再開に伴う感

染症対策や児童生徒の学習支援に要する経費を

計上するものであります。 

 なお、詳細につきましては財政課長から説明

申し上げますので、よろしく御審議の上、御可

決くださいますようお願い申し上げます。 

○大沢芳朋議長 財政課長。 

〔平吹義浩財政課長 登壇〕 

○平吹義浩財政課長 命によりまして、議第４

７号令和２年度上山市一般会計補正予算（第７

号）につきまして御説明を申し上げます。 

 補正予算書の１ページをお開き願います。 

 令和２年度上山市の一般会計補正予算（第７

号）は、次に定めるところによるものでありま

す。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算

の総額に、歳入歳出それぞれ２億１，３５０万

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ１７８億５，８５０万円とするものであ

ります。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」

によるものであります。 

 それでは、歳入歳出予算補正について御説明

申し上げますので、２ページ、３ページをお開

き願います。 

 第１表 歳入歳出予算補正について、最初に、

歳入から申し上げます。 



－５－ 

 １５款国庫支出金は、２，７４７万５，００

０円を増額し、補正後の額を４６億５，７５４

万８，０００円とするものでありますが、２項

国庫補助金の増によるものであります。 

 １６款県支出金は、５，２６０万９，０００

円を増額し、補正後の額を９億９，２４３万４，

０００円とするものでありますが、２項県補助

金の増によるものであります。 

 ２０款繰越金は、１億３，３４１万６，００

０円を増額し、補正後の額を３億５，６４１万

６，０００円とするものであります。 

 以上の結果、歳入合計では２億１，３５０万

円を増額し、補正後の歳入合計を１７８億５，

８５０万円とするものであります。 

 次に、歳出について申し上げますので、３ペ

ージを御覧ください。 

 ３款民生費は、２，２６３万９，０００円を

増額し、補正後の額を４６億７，６７１万６，

０００円とするものでありますが、２項児童福

祉費で２，２１６万６，０００円、３項生活保

護費で４７万３，０００円の増によるものであ

ります。 

 ６款農林水産業費は、１，４９４万１，００

０円を増額し、補正後の額を５億４，０５７万

４，０００円とするものでありますが、１項農

業費の増によるものであります。 

 ７款商工費は、１億６，５４２万円を増額し、

補正後の額を１７億３，８２２万３，０００円

とするものであります。 

 １０款教育費は、１，０５０万円を増額し、

補正後の額を１６億８，８６１万６，０００円

とするものでありますが、１項教育総務費で５

０万円、２項小学校費で６５０万円、３項中学

校費で３５０万円の増によるものであります。 

 以上の結果、歳出合計では２億１，３５０万

円を増額し、補正後の歳出合計を１７８億５，

８５０万円とするものであります。 

 次に、事項別明細書につきまして御説明申し

上げます。 

 最初に、歳出から御説明申し上げますので、

１０ページ、１１ページをお開き願います。 

 ３款民生費２項児童福祉費１目児童福祉総務

費は、２，２１６万６，０００円の増でありま

すが、新型コロナウイルス感染症対策費（子育

て世帯支援）で、国のひとり親世帯臨時特別給

付金給付事業により、児童扶養手当を受給して

いるひとり親世帯等に対して、１世帯当たり５

万円に第２子以降１人につき３万円を加算し、

また、家計が急変している世帯には５万円を追

加して給付するものであります。 

 ３項生活保護費１目生活保護総務費は、４７

万３，０００円の増でありますが、新型コロナ

ウイルス感染症対策費（生活支援）で、県と連

携し生活困窮者に対する食の支援事業として、

社会福祉協議会が実施している生活福祉資金の

特例貸付を受けた世帯を対象に、県産米を支給

するものであります。 

 ５款１項労働費１目労働諸費は、補正額はな

く、財源更正を内容とするものであります。新

型コロナウイルス感染症対策費（雇用維持）で、

現在、県と本市の連携による国の雇用調整助成

金への上乗せ助成及び市単独での社会保険労務

士に申請業務を依頼した場合の費用に対する助

成を行っておりますが、このうち社会保険労務

士に支払う費用の助成について、県の補助金を

活用することにより、上限額を５万円から４０

万円に引き上げるものであります。これに伴う

歳出予算につきましては、既決予算の範囲で対

応するものとし、対応する新たな財源として県

支出金９００万円を計上し、一般財源を減額す
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るものであります。 

 ６款農林水産業費１項農業費３目農業振興費

は、１，４９４万１，０００円の増であります

が、新型コロナウイルス感染症対策費（経営維

持）で、さくらんぼ緊急価格安定対策事業とし

て、令和２年のサクランボの平均販売価格が過

去６年の平均価格の９割を下回った場合に、公

益財団法人山形県青果物生産出荷安定基金協会

が交付する補給金に、県と本市が連携して上乗

せ補助を行うものであります。 

 ７款１項商工費２目商工業振興費は、１億５，

３４２万円の増でありますが、新型コロナウイ

ルス感染症対策費（経営維持）では、２つの支

援事業を行うものであります。 

 １つは、本市独自に製造業等持続化支援金と

して、製造業、道路貨物運送業、倉庫業及び卸

売業に対して、雇用保険適用従業員数に応じて、

市内に本社を有する企業には１００万円を、市

外本社で事業所を市内に有する企業には５０万

円をそれぞれ上限とする支援を行い、２つは、

県と本市が連携して、県外からの移住により個

人事業主の事業を継続した者に５０万円、吸

収・合併等をした法人で吸収・合併等後も従業

員数を維持する者に１００万円を支給するもの

であります。 

 また、新型コロナウイルス感染症対策費（新

生活様式対応）では、２つの支援事業を行うも

のであります。 

 １つは、県と本市が連携し、新・生活様式対

応支援補助金として、感染症拡大防止対策を進

める飲食業、宿泊業、旅行業、小売業、生活関

連サービス業及び道路旅客運送業の事業者によ

るアクリル板の設置やマスク・消毒液の購入費

等に対して、２０万円を上限に助成するもの、

２つは、市内企業の在宅勤務やオンライン商談

会等を可能にするテレワーク環境の整備等の実

施に、県と本市が連携して、オンライン化促進

支援補助金として１００万円を上限に助成する

ものであります。 

 ４目観光物産費は、１，２００万円の増であ

りますが、新型コロナウイルス感染症対策費

（消費喚起）で、一般社団法人上山市観光物産

協会が行う、本市ならではの体験メニューをセ

ットにした２泊以上の連泊型の観光プランの造

成・販売等に対して補助金を交付するものであ

ります。 

 １０款教育費でありますが、このたびの補正

は、国の学校保健特別対策事業費補助金を活用

した事業であります。 

 １項教育総務費２目教育指導費は、５０万円

の増でありますが、新型コロナウイルス感染症

対策費（感染防止対策）で、小中学校における

感染症対策等支援事業として消毒液等を購入す

るものであります。 

 ２項小学校費は６５０万円の増、３項中学校

費は３５０万円の増でありますが、いずれも新

型コロナウイルス感染症対策費（学習支援）で、

３密対策として空き教室等を活用した授業の実

施に必要な移動式黒板等の備品及び非接触型体

温計を学級単位で備えるものであります。 

 以上で歳出の説明を終わりまして、歳入の説

明を申し上げます。前に戻りまして、８ページ、

９ページをお開き願います。 

 １５款国庫支出金２項国庫補助金２目民生費

国庫補助金は、２，２１６万６，０００円の増

でありますが、ひとり親世帯臨時特別給付金給

付事業の国庫補助金である母子家庭等対策総合

支援事業費補助金を計上するものであります。 

 ６目教育費国庫補助金は、５３０万９，００

０円の増でありますが、歳出で小学校費、中学
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校費及び教育総務費で御説明した新型コロナウ

イルス感染症対策費の財源である学校保健特別

対策事業費補助金を計上するものであります。 

 １６款県支出金２項県補助金２目民生費県補

助金は、１８万９，０００円の増でありますが、

生活福祉資金の特例貸付を受けた世帯を対象に

県産米を支給する事業の県補助金である生活困

窮者等「食」の支援事業費補助金を計上するも

のであります。 

 ７目商工費県補助金は、４，３４２万円の増

でありますが、テレワーク環境整備、事業承継

者による雇用の維持、飲食業等での感染防止対

策への助成事業に対する県補助金であるオンラ

イン化促進支援補助金、事業承継・雇用継続奨

励補助金及び新・生活様式対応支援補助金を計

上するものであります。 

 ８目労働費県補助金は、９００万円の増であ

りますが、社会保険労務士による申請書類作成

への助成に対する県補助金である雇用調整助成

金申請代行補助金を計上するものであります。 

 ２０款繰越金１項１目繰越金は、１億３，３

４１万６，０００円の増でありますが、前年度

繰越金を増額するものであります。 

 なお、このたびの新型コロナウイルス感染症

対策費の財源につきましては、地方創生臨時交

付金の第２次交付が予定されておりますので、

財源としての整理がついた段階で、改めて歳入

の補正を行う予定であります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○大沢芳朋議長 ２番石山正明議員。 

○２番 石山正明議員 この際、動議を提出い

たします。 

 ただいま議題となっております議第４７号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会の付託を省略されることを

望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 ただいま２番石山正明議員か

ら、委員会の付託を省略されたいとの動議が提

出され、所定の賛成者がありますので、動議は

成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第４７号議案については、委員会

の付託を省略されたいとの動議は可決されまし

た。 

 これより質疑に入ります。質疑は、歳入歳出

を一括して行います。質疑、発言を許します。

守岡等議員。 

○４番 守岡 等議員 第３款の民生費、生活

保護費についてお尋ねします。 

 今、コロナ禍で収入が激減しまして、その日

の食いぶちにも困っているという人がたくさん

いらっしゃるようです。そうした中で、この住

民同士が助け合って食料を譲り合ったりしてこ

の難をしのいでいるというこういう話も聞いて

います。こうした中、今回示された生活困窮者

に対する食の支援は大変ありがたいものだと思

っています。 

 今回のこのコロナ禍による困窮で最も底辺を

支えてくれたのがこの社会福祉協議会の生活福

祉資金の特例貸付で、本市でも１３件ほど利用

者がいたということで、この方たちが今回の食

の支援の対象になるかと思います。 

 この生活保護についてお尋ねしたいんですけ
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れども、いよいよ最も基本となるセーフティー

ネットということで、厚生労働省の発表では、

この間２５％、生活保護を申請する人が増えて

いるというような報道もありました。まず、本

市のその生活保護の申請状況はいかがなもので

しょうか、お尋ねします。 

○大沢芳朋議長 福祉課長。 

○鏡 裕一福祉課長 新型コロナウイルス感染

症に関わる生活保護の相談状況でありますけれ

ども、３月以降少々増えてはおりますけれども、

例年並みの申請相談件数であります。今後、収

入等がさらに減った場合、相談等が増えるもの

と思っておりますので、十分に丁寧な対応をし

てまいりたいと考えております。 

○大沢芳朋議長 守岡等議員。 

○４番 守岡 等議員 もう少し増えてもいい

のではないかと私は思うんですけれども、やは

り今回コロナ危機の後、厚生労働省、国のほう

で通達を出しまして、これまで以上に生活保護

の申請しやすい環境づくり、そして水際作戦と

いうものがないようにきちんと対応を図るよう

にということで、その辺は守られているかと思

うんですけれども、今回特徴的だったのが、こ

の自動車の保有についても、求職活動において

はそれを認めるというような注目すべき内容も

含んでいますので、恐らくこれまで生活保護を

申請したことがある方で、自動車を保有してい

ることで生活保護の申請ができなかったという

人は結構いると思うんですけれども、その辺の

状況がやはり分かっていない人が結構多いので

はないかということで、その辺をもう少し周知

する必要があると思うんですけれども、いかが

でしょうか。 

○大沢芳朋議長 福祉課長。 

○鏡 裕一福祉課長 生活保護適用における自

動車の保有については、自動車を保有すること

によって生活保護の申請をできないということ

は、もう長らくしていない状況です。生活保護

を適用する上で、適用するときに、保有につい

ては、十分に検討して、保有を認める場合、保

有を認めない場合ということで、決定後に保有

の可否について検討することになっております

ので、申請状況において自動車の保有は申請の

要件になっておりません。 

○大沢芳朋議長 守岡等議員。 

○４番 守岡 等議員 いずれにしろ、いわゆ

る水際作戦というのがないように、生活保護を

守っていただくようお願いして終わります。 

○大沢芳朋議長 ほかに質疑はありませんか。

枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 私も民生費の子育て

世帯の支援策について伺います。 

 これは児童扶養手当を受給している者が対象

となるようでありますが、今回メニューが増え

てきたのは大変喜ばしいことだと思いますけれ

ども、この申請に当たって、これを知らなかっ

たということではまずいわけでありますから、

この周知の方法として、児童扶養手当を受給し

ている世帯に対して役所から通知を出すのか出

さないのか、伺います。 

○大沢芳朋議長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 このたびの子育

て世帯への臨時給付金につきましては、６月分

の児童扶養手当が支給される方が基本でありま

すけれども、この方々に対しては確実に個別通

知をいたします。また、要件が拡大されました

ので、受給要件に当たると思われる方に対して

も、例えば従前に相談を受けたが該当しなかっ

たような経緯がこちらに残っているような方に

ついても、個別に通知をしたいと考えておりま
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す。 

 なお、個別通知のほか、ホームページなど、

周知方法についても工夫をしたいと思っており

ます。 

○大沢芳朋議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 そのように対応をお

願いいたしまして、実はアパートに入っている

人が、市報が届かない人が結構いるんですね。

何世帯か私は正確には分かりませんが、ですか

らせんだってのプレミアム商品券の情報が届い

ていない人がおられて、アパートのオーナーが

そもそもそういうことに対してあまり頓着しな

い方であったりすると、そこに入居している全

世帯が市の情報を受け取れないということにな

るようであります。今回の趣旨と違うんですけ

れども、メニューが増えたということでいいこ

とである一方、プレミアム商品券の購入率、今

分かればお知らせください。 

○大沢芳朋議長 商工課長。 

○鈴木英夫商工課長 ６月末時点の購入率でご

ざいますけれども、１万１００セットくらいで

すので、５０％を超えた状況かなというように

思っております。 

○大沢芳朋議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 ５０％を超えたレベ

ルというのを普通と見るのか、まだまだ足りな

いと見るのか、ここは判断が分かれるところで

はございますが、市のほうは積極的にＬＩＮＥ

などでも情報を出してはいるんですけれども、

その情報に接し切れない方がやはり少なからず

いるというようなことについて、今この場で私

はどうのこうのとは言いませんけれども、ぜひ

市役所と市民、税金を払っている市民でありま

すから、そこがつながれるように対策をぜひ御

一考いただきたいなということを申し上げて、

終わります。 

○大沢芳朋議長 ほかに質疑はありませんか。

棚井裕一議員。 

○６番 棚井裕一議員 ７款商工費についてお

伺いします。 

 このたびの感染症対策費、それぞれ経営維持、

新生活様式対応、それぞれの対策事業費として

業種が限られて指定されているような説明でし

たけれども、その意図は、県の補助金など県と

連携した事業だからなのかどうかも含めてお伺

いします。 

○大沢芳朋議長 商工課長。 

○鈴木英夫商工課長 まず、市の単独事業であ

ります製造業等持続化支援金につきましては、

製造業、道路貨物運送業、倉庫業、卸売業とい

うことで、これは市のほうで単独で決めさせて

いただいた業種でございます。これにつきまし

ては、この間、様々な製造業の関係者にヒアリ

ングを行った中で、６月に入ってからいろいろ

と売上げの減少が顕著になってきているという

ような状況もございますので、これまで市の緊

急経済支援措置を行ってこない業種に対して単

独で支援をするという考え方で、まず組んだと

ころでございます。 

 それから、そのほかの新・生活様式対応支援

補助金、これはもう大きな予算額で８，４００

万円ほどございますけれども、こちらにつきま

しては、やはり議員おっしゃるように県の補助

制度と同じような枠組みで進めるということで

考えてございまして、宿泊業、飲食業、旅行業、

小売業、生活関連サービス業、道路旅客運送業

ということで業種を決定させていただいており

ます。 

 なお、県の推奨する業種の中には道路旅客運

送業は含まれておりませんけれども、上山市と
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して、市町村ごとにその業種については考えて

もいいですよというようなお話もございますの

で、その部分は単独で加えております。 

○大沢芳朋議長 棚井裕一議員。 

○６番 棚井裕一議員 県と連携する事業につ

いては拡大して対応してくださるということで、

非常にありがたいなと思います。 

 市単独事業のほう、経営維持のほうなんです

けれども、６月に入ってから落ち込みが顕著だ

という御説明がありました。ヒアリングが行わ

れたということですけれども、ほかの業種につ

いてはどのような状況なのか、分かれば教えて

いただきたいと思います。 

○大沢芳朋議長 商工課長。 

○鈴木英夫商工課長 ほかの業種と申し上げて

も、非常に多種な業種がございまして、相変わ

らず宿泊業、観光業を中心に、非常に状況がよ

ろしくないという状況ではございますが、ただ、

観光業、特に宿泊業におきましては、６月下旬

からやや持ち直しておりまして、詳しくは観光

課のほうで把握しておりますけれども、旅館に

よっては半分以上まで客が戻ってきているよう

な状況かと認識してございます。 

 また、飲食業につきましても、特に昼間の部

分につきましては、やはり観光業と同じような

感覚でございまして、結構人の出入りが多くな

っているというようなことで認識してございま

す。ただ、夜の飲食店からいいますと、なかな

かやはりまだまだ人出がないのかなというよう

なことで考えてございます。 

 あと、その他の業種につきましては、やはり

これは影響を受けておりますので、全体的に県

の制度資金等の借入れなどが増えてきてござい

ますので、なかなか厳しい状況かなというよう

に今のところは考えてございます。 

○大沢芳朋議長 棚井裕一議員。 

○６番 棚井裕一議員 先日、過日政策として

出された商店街などの取組への助成についても、

ようやく取組の拡大を見せているということも

お伺いしました。その取組もですけれども、今

回の取組については、いわゆるまだまだ収束が

見えない状況において、いつまで、年度内なの

か、それとも期間というのは限定されているの

か。あとは、これからもじわじわと影響が拡大

する中で、件数の増加に伴って予算の追加措置

なども迫られる場合もあるかもしれませんけれ

ども、そういったことも想定なされているのか

どうか、お伺いします。 

○大沢芳朋議長 商工課長。 

○鈴木英夫商工課長 新型コロナウイルス感染

症の収束の状況につきましては、誰もがいつま

でというところは判断ができない状況かと思い

ます。そうした中で、市内の各経済業界、御苦

労されていることを認識してございますので、

いろいろと御意見を伺いながら、必要な対策を

今後とも続ける必要があるというふうに思って

おりますので、必要に応じて予算の増額は必要

かと思ってございます。 

 特に、借入資金の無利子貸付については、現

在のところかなり予算額に近づいてございます

ので、今後の補正を確実に行うということで予

定してございます。 

○大沢芳朋議長 ほかに質疑はありませんか。

谷江正照議員。 

○１番 谷江正照議員 私のほうも観光のほう

でちょっとお聞きしたいと思います。 

 本市はマスコミでも取り上げられましたが、

密ナシュランということで民間の関係団体が大

変御苦労なされて、大変すばらしい取組でマス

コミにも取り上げられました。それを支えるか
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のように、滞在型観光支援をまた市単独で行う

事業がこのたび出てきております。 

 上山市の場合は観光資源に対するエリアの地

域が広く、２次交通が大変重要なポイントにな

ると思います。２泊３日以上という商品を掲げ

て進めるに当たり、この２次交通の安全な取組

をまずお聞きしたいと思います。 

 タクシーやバス、あとはそういった部分での

補助もつくわけですので、ぜひその部分の安全

対策がどのようになっているか、お示しできる

ところがありましたらお願いいたします。 

○大沢芳朋議長 観光課長。 

○佐藤 毅観光課長 ２次交通の安全対策への

手だてということでございますが、それぞれタ

クシーなり、バスなり、あるいはエコー号等も

それぞれの運行事業主ができることからという

ことで、運転席を隔離するためのシートを設置

したり、衛生対策等のための消毒液などを配置

をしていただいているというふうに認識をして

おります。 

 観光の事業に限らず、県の事業、あるいは市

の事業等でそういった運輸関係の方に対する支

援事業などございますので、ぜひそういった事

業を活用しながら運行事業に当たっていただき

たいというふうに考えているところです。 

○大沢芳朋議長 谷江正照議員。 

○１番 谷江正照議員 ぜひよろしくお願いし

ます。 

 もう一つ、２次交通の部分でいいますと、本

市はツール・ド・ラフランス等、自転車と大い

に親和したまちづくりをしております。市のほ

うでもレンタサイクル等を設定しまして、２泊

３日の滞在型といいますと、そういったものの

需要も大変高まると思います。これにつきまし

ては７月から条例が出まして、自転車に対しま

しては保険の整備等も求められております。こ

れに関して、供給する側に対しても求められて

いるというところがありますが、現在の対応を

お示しできるところがありましたらお願いいた

します。 

○大沢芳朋議長 観光課長。 

○佐藤 毅観光課長 観光案内所のほうに設置

するレンタサイクルへの対応ということでお答

えをさせていただきたいと思いますが、観光物

産協会のほうでレンタサイクルについて運用し

ていくということで、協会のほうと話を詰めさ

せていただいているところですが、議員おっし

ゃられたような保険への対応ということで、今

そのレンタル開始に向けて準備を進めていると

ころでございます。 

○大沢芳朋議長 谷江正照議員。 

○１番 谷江正照議員 ぜひ、大変有効な策で

はありますので、自転車も活用していただきな

がら、使うほうにも保険加入の義務化でござい

ますが、貸し出すほうにもその義務化がござい

ます。あとはヘルメット等々の安全の対策もぜ

ひ万全にしていただきまして、来たるべきＧｏ

Ｔｏキャンペーンに備えていただければと思い

ます。 

○大沢芳朋議長 ほかに質疑はありませんか。

石山正明議員。 

○２番 石山正明議員 コロナの感染症対策に

ついては、市長はじめ積極的に感染防止あるい

は事業等の援助も含めて、市独自の事業も含め

てやっていただいているということについて、

大変深く感謝を申し上げます。 

 それで、実は感染症対策の中で一番問題にな

るのは、私個人的に思っていますのは、お盆の

帰省客について、恐らくほかの県外から子ども

あるいは孫が帰ってくるであろうと。そういう
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中で、市民に対してその感染症の対策について、

市としてどのような対応策を取っていくのかを

お聞きいたします。 

○大沢芳朋議長 庶務課長。 

○尾形俊幸庶務課長 コロナのほうの対策の部

分につきましては、適宜対策本部を開催しなが

らこの間進めてまいりましたけれども、当然、

今石山議員がおっしゃったような帰省への不安

というような部分もありますので、その辺につ

きましても、注意喚起といいますか、そういっ

たことが可能であれば帰省していただかないと

いうことも一つの選択肢としては出てくるのか

なと思います。県のほうでも同じような動きが

ありますので、それに合わせた形で対応を考え

ていきたいというふうに考えております。 

○大沢芳朋議長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 質疑はないものと認めます。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 議第４７号令和２年度上山市一般会計補正予

算（第７号）については、原案のとおり可決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第４７号議案は原案のとおり可決

することに決しました。 
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 日程第５ 議第４８号 上山市家庭 

      的保育事業等の設備及び 

      運営に関する基準を定め 

      る条例の一部を改正する 

      条例の制定について 

 

○大沢芳朋議長 日程第５、議第４８号上山市

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定につ

いてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 議第４８号上山市家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例の制定についてでありますが、家庭的

保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部

改正に伴い、必要な改正を行うため提案するも

のであります。 

 なお、詳細につきましては、子ども子育て課

長より説明申し上げますので、よろしく御審議

の上、御可決くださいますようお願い申し上げ

ます。 

○大沢芳朋議長 子ども子育て課長。 

〔齋藤智子子ども子育て課長 登壇〕 

○齋藤智子子ども子育て課長 命によりまして、

議第４８号上山市家庭的保育事業等の設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例の制定について、御説明申し上げます。 

 議案書の１ページをお開きいただきたいと存

じます。 

 このたびの改正につきましては、家庭的保育

事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正

に伴い、必要な改正を行うものであります。 

 家庭的保育事業等は、児童福祉法に位置づけ

られました市町村による認可事業で、定員や保

育の実施場所等によって分類がございますが、

このたび、居宅訪問型保育事業について、保護
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者の疾患や障がい等により、養育を受けること

が困難な乳幼児に対する居宅訪問型保育の実施

が可能であることを明確化すべきとされたこと

を踏まえ、省令に沿った改正を行うものであり

ます。 

 条文の対照表を御覧願います。 

 改正前の表では、第３８条第１項第４号につ

きまして、居宅訪問型保育の実施が可能な場合

を、「母子家庭等の乳幼児の保護者が夜間及び

深夜の勤務に従事する場合」としていたものに

加えて、改正後は、下線で示すように、「又は

保護者の疾病、疲労その他の身体上、精神上若

しくは環境上の理由により家庭において乳幼児

を養育することが困難な場合」に改正するもの

であります。 

 次に、附則でありますが、この条例は、公布

の日から施行するものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

申し上げます。 

○大沢芳朋議長 ６番棚井裕一議員。 

○６番 棚井裕一議員 この際、動議を提出い

たします。 

 ただいま議題となっております議第４８号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会の付託を省略されることを

望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 ただいま６番棚井裕一議員か

ら、委員会の付託を省略されたいとの動議が提

出され、所定の賛成者がありますので、動議は

成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第４８号議案については、委員会

の付託を省略されたいとの動議は可決されまし

た。 

 これより質疑に入ります。質疑、発言を許し

ます。枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 伺いますが、この事

業は、本市にその事業者が存在をしていないと

利用できないということになると思いますが、

まず本市でこういう対象者がいて、どうしたら

いいかというときに、市はどういう対応をされ

るのか。仮に山形市に事業者がいたとして、そ

の事業者を上山に訪問させるということは可能

なのかどうか、その点について伺います。 

○大沢芳朋議長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 まず、１点目、

本市に事業者があるかどうかということにつき

ましては、本市に現時点で事業者はございませ

ん。 

 また、ない場合、他の市でその事業者があり、

その事業者を利用することができるかというこ

とにつきまして、県内の村山管内で認可を受け

ている居宅訪問型保育事業者はございません。

ただ、もしあったとして、例えばそういう保育

を必要とする相談者がいて、周辺もしくは本市

に事業者がなく、他市を利用したいという場合

には、自分の市になくても他市に委託という形

で事業をお願いすることができる仕組みでござ

います。 

○大沢芳朋議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 現行の保育所におい

ても、他市に対して委託をする制度はあると思

います。それと同じようなことだと思いますが、

事業者がいなければ、こういった対象者がいて
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も、何のための改正かということになってくる

と思うんですけれども、児童相談所の活用とか

も市長の選択肢には入ってくると思いますが、

事業者が山形市辺りにあっても不思議ではない

というか、あって当然だと思うんですけれども、

今後の動向を見ながらぜひ丁寧な対応をお願い

して、終わります。 

○大沢芳朋議長 ほかに質疑はありませんか。

川崎朋巳議員。 

○１３番 川崎朋巳議員 ただいまのやり取り

の中である程度把握はできたのですが、今回の

文言が加えられた部分について、その該当者数

をどのように把握していくのか、行政として把

握する方法について改めてお示しいただければ

と思います。 

○大沢芳朋議長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 現時点でこのよ

うな例えば夜間の保育に対する事業、相談など

を受けている方はおりません。例えば、保護者

の方が疾病、そして障がい、入院などを要する

場合に、保育が必要だとなった場合については、

まず優先すべきは認可保育所での一日保育の受

入れと考えております。まず、一番には認可保

育所での受入れ、あとは場合によって、例えば

その乳幼児を保護している保護者の方が夜間に

勤務を要する業種もございます。その場合につ

いては、勤務先のほうで理解を得て夜間を外し

ていただく、シフトの調整をしていただくとか、

あとは家族や親族の支援を受けているものと思

われます。もし、どうしてもそういった支援が

受けられないという方については、先ほども議

員からもありましたように、児童相談所などと

連携、相談をして、必要な支援をしてまいりた

いと思っております。 

○大沢芳朋議長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 質疑はないものと認めます。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 議第４８号上山市家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例の制定については、原案のとおり可決

することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第４８号議案は原案のとおり可決

することに決しました。 

 最後にお諮りいたします。 

 今期臨時会において議決されました議案の中

で、条項、字句、数字、その他整理を要するも

のにつきましては、その整理を議長に委任願い

たいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、条項、字句、数字、その他整理を要

するものにつきましては、議長に委任すること

に決しました。 
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        閉  会 

 

○大沢芳朋議長 以上で、今期臨時会の日程の

全部を終了いたしました。 

 これをもって第５０３回臨時会を閉会いたし

ます。 

 御苦労さまでした。 

    午前１０時４９分 閉 会 
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